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表1表層砕土施肥同時移植機による出芽状況
1　は　じ　め　に

水稲の直播方式についてはこれまで様々な方式が検討さ

れてきたが，種々の問題点が残っており普及技術に至って

いない1）。その内，苗立の安定性と省力性に関して，筆者

達は土壌条件が苗立に良好な潤上作溝が可能であり，かつ

代かきを移植と同時に行い省力性に勝る表層砕土施肥同時

移植機に着目し，この機種の移植機構部を播種装置に取り

替えた新方式の播種機を開発したので，その概要について

報告する。

2　試　験　方　法

播種装置は写真1に示したとおり市販の6条播種装置を

改良し，表層砕土同時移植機の移植機構郡と取り替えた。

種籾及び肥料の繰り出し部は所定の落下速度が得られるよ

うに田面から1mはど上方に設置し2－フロート盤で支えた。

播種は写真3に示したような春耕後入水し潤土状態にし

た水田で，まず播種装置直前に取り付けられた代かきロー

ターで田面の表層を砕土し，写真2に示したフロート下面

に取り付けた金枠で深さ約5cm，上幅5cmに作構し，溝底

表面に種籾と粒状肥料を落下させた。覆土は写真4に示し

たように強いて行わず濁水及び溝側面の自然崩壊によった。

種籾はカルパーの2～3倍粉衣籾又は無粉衣籾を10a当

たり約3kg（乾籾相当）使用し，肥料は緩行性N入り肥料

を同時施用（10a当たりN：5kg）し，播種後直ちに入水

し，その後湛水管理した。

3　試験結果及び考察

播種期　出芽率　茎　数　草　丈　　備　考

（月／日）（％）　（葉）　（cm）　（品種）

4／26　　　75　　　2．3　　10．8　　こころまち

5／31　　83　　　3．2　　19．5　　ヤマウタ

注．耕種概要：播種量＝5kg／10a（乾籾当カルパー2
倍星粉衣）。基肥鼻NPK＝5－8－6
kg／10a。

播種後30日日調査

4　ま　と　め

水稲の表層砕土施肥同時移植機の移植機構部を播秤装置

に取り替えた庖播機を試作した。

春桝後人水した水田で，代かきローターで表層を砕土し

フロート下面の金枠で深さ約5cmに作溝し，種籾を粒状肥

料と共に溝底に落下させ，覆土は濁水及び溝側面の自然崩

壊によった。

播種後直ちに入水しその後湛水管理したところ，出芽・

苗立及びその後の生育はいずれも良好であった。

この新方式の直緒は代かき作業が省力され，乾田直播よ

りも圃場水分の適用範囲が広い等の有利性が認められた。
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播種後直ちに入水したが種籾の流失はほとんど見られず．

入水された濁水によって覆われ．その後徐々に溝の自然崩

壊によって溝は浅くなった。出芽及び苗立は表1に示した

とおり良好であり，その後の生育も写真4，5に示したと

おり順調であった。

この新方式の直楢は代かき，施肥，播種作業が同時に行

われるので非常に省力的であり，さらに乾田直楢の欠点で

ある降雨等による圃場の水分条件の制限が少ない等の有利

性が認められる。

今後の改良点として多様な土壌条件に適合した播種溝の

形状，施肥位置等が指摘される。
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写真1表層砕上作溝施肥同時播種機

写真3　春耕後の播種（1995，4月，場内）

写実5　作碑施肥播種の状況
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写真2　フロート直下の作溝板の形状

写真4　稲生育中期（7月中旬）

写実6　作浦上の稲生育


